


社会福祉協議会とは、地域福祉の推進を図ることを目的とする「社会福祉法」

に位置付けられた民間団体です。 

 社会福祉協議会の使命は、「誰もが安心して暮らすことのできる地域社会の

実現」を目指して住民と共に考え、共に取り組むことです。 

 中富良野町社会福祉協議会は、第３期地域福祉実践ぷらんを指針として、一

つひとつの課題と目標を検証し実行していきます。 

このために、会員及び福祉関係者、行政との連絡調整・意見交換を恒常的に

行うことが重要で、そこから生まれる人と人とのつながりが強化され小地域で

の活動が推進されます。 

 

☆ 目 次 ☆  

１．基本性格 

（１） 目的 

社会福祉協議会は、公共性、公益性の高い民間非営利団体で、住民主体の念のも

と誰もが安心して暮らせる福祉コミュニティづくりと地域福祉の推進を使命とするとされ

ています。 

（２） 「 社会福祉法 」による位置づけ 

       社会福祉協議会は、「社会福祉法」において「地域福祉の推進を図ることを目的とす

る団体 」と規定されています。 

２．組織の概要 

（１） 組織構成 

「社会福祉を目的とする事業を経営する者 」あるいは「 社会福祉に関する活動を

行う者 」 として、社会福祉施設、民生児童委員、住民組織、福祉団体等により構成

されています 

全国、各都道府県、市町村単位でそれぞれ一つずつ社会福祉協議会が設置され

ています 

（２） 財源 

      社会福祉協議会の財源は、民間財源、公的財源、事業収入の３つに分かれます。 

  公的財源・・・補助金・受託金 

  民間財源・・・会費・寄付金・共同募金 

  事業収入・・・介護事業による介護報酬 

社会福祉協議会とは 



はじめに 

 太平洋戦争の敗戦により焦土と化した国土と人心の深い虚脱感を克服して、新しい日本

を作るための法律が生まれ、昭和２６年には「社会福祉事業法」が成立し、民間の社会福

祉活動の強化を図るため全国に社会福祉協議会が組織化されました。以来、今日までの国

民の基本的人権を守り、住民参加による福祉活動推進の中核として、全国的に社会福祉協

議会の活動が続けられて今日に至りました。 

本町においても昭和２６年に組織化、平成４年に法人化されて、平成２４年には法人化

２０周年の式典を挙行、住民参加による本来の社会福祉協議会の目的達成のため、活動強

化を誓ったところであります。 

 また、本町にはまちづくりの基本である「なかふらのまちづくり総合計画」更に「中富

良野総合福祉計画」が樹立され、共に本町の福祉事業の推進の基本が示されています。 

 このたび策定を終えた「地域福祉実践計画」は「まちづくり総合計画」、「総合福祉計

画」を基本に置きながら、ともすると、時には見過ごしがちであった個々の住民の不安、

切実な要望など、現実の問題点の掘り起こしと解決策を探り、町の福祉の中核的な役割を

果たすことが求められている社会福祉協議会の今後の実践的行動計画であります。 

 「安心・安全で、生きること、住んでいることに喜びを感じるまちづくり」のため、

我々は何ができるのかを社協会員である住民のみなさんと共に考え、行動する計画であり

たいと願っております。 

 世の中は今まさに、少子高齢化、人間関係の希薄化、急激に高度化する文明への戸惑い

など我々を取り巻く環境はさらに厳しさを増しています。しかしどんな状況の中において

も「支え、支えられて共に生きる」社会を築きあげるために、 

  ・心を育てる 

  ・仲間を育てる 

  ・地域を育てる 

  ・しくみを育てる 

この言葉を我々住民の「合い言葉」として常に心の底辺に置きながら「ぬくもり」を感じ

ることのできる、明るい社会つくりのための具体的な実践計画、未来へ向けた「地域再

生・社協再生プラン」としたいのであります。 

 

平成２５年３月 

 

社会福祉法人 

中富良野町社会福祉協議会 

会 長  大 嶋   滋 
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１．計画策定の意義 

 

現在、中富良野町を取り巻く状況は、予想を上回る少子高齢化の進行や

高度情報社会の進展、地球規模での環境問題の深刻化、また地域社会のつ

ながりの希薄化など大きな時代の変革のなかで、地域資源を活用した個性

あるまちづくりや町民・民間・行政等による協働のまちづくりが求められ

ています。 

住み慣れた地域で安心して健やかに暮らしたいと誰もが願うことであり、

そのためには障がいがある人も無い人も、子どもから高齢者までお互いに

支えあいながら自立して社会参加できる地域福祉社会づくりが必要です。 

中富良野町社会福祉協議会では「住民みんなで育てる福祉文化のまちな

かふらの」を理念とした「中富良野町地域福祉計画」を受けて、社会福祉

協議会としての具体的な推進事業を年次ごとに整理し実践していくための

指針として「第３期地域福祉実践ぷらん」を策定するものです。 

 

   『第３期地域福祉実践ぷらん』の基本理念は 

 

    “地域のみんなで築く 「支え、支えられ、お互い様のいい関係」” 

 
とします。 

 

     本町はおよそ３人に１人が６５歳以上の高齢者という状況にあり、町内

区会によっては２．５人に１人が高齢者となっています。 

     子ども達が大きく育ってもこの町に就職先がなく、多くの若い世代が町

を離れてしまうことで高齢者世帯あるいは一人暮しの世帯が増えてきます。 

何か心配事ができたときに頼りになる家族が遠くては間に合いません。 

平成１２年度にスタートした介護保険制度による介護サービスの利用は

年々増加傾向にありますが、ちょっとした見守りや声掛けがあれば暮らせ

るような高齢者の生活支援までは手が届きません。 

また、高齢化社会の大きな課題である「認知症高齢者」ができる限り住

み慣れなれた町で暮らすためには、家族のみでなく近所や地域、町全体の

認知症に対する理解と見守りが必要です。 

個人が、世帯が安心して生活していくために「支え、支えられ、お互い

様のいい関係」を地域づくりの柱とします。 

 

 

 

 

第１章  第３期 地域福祉実践ぷらんの概要 



２．計画及び施策の展開 

 

計画策定及び施策の展開については、広く住民の声を聞き取る機会を設 

け、それぞれの立場で浮びあがった課題について次の視点で整理しました。 

     ☆ 行政として取り組むべきこと 

     ☆ 社会福祉協議会でできること 

     ☆ 地域住民のつながりの中で取り組めること 

     住民の声から見えてきた個別の課題を地域全体で共有し、地域の特性に

そった形で実践可能なものとするため、住民・行政が協働体制を持ち、よ

り安心で安全な生活への取り組みへとつながるよう推進します。 

 

 
 

 

 

 

 

本計画策定にあたって、町民の目線から見る地域の課題を把握するため

に意見交換会を行いました。 

 

意見交換会の開催回数 参集人数 

１５団体 ４１３名 

 

     意見交換会の対象は老人会を中心に声掛けし、ボランティア団体や地区

婦人部等の意見を聞くことができました。 

     高齢化の実態や介護保険事業から見える介護状況など資料提供し、今不

安に思うこと、今後の不安など出し合う中で、住みやすいまちづくりにつ

いての意見を聞き取りました。 

その中から安心して暮らすための地域づくりの視点について次のように

まとめました。 

 

自助 

共助 互助 

住民意見交換会から出た意見 

住みやすい、安心 

安全のまちづくり 

公助 



•通院 

•買い物 

•お寺参り 

•銀行  など 

移動支援 

•ごみの分別 

•食事の準備 

•庭の整理 

•除雪 

•住宅の管理 

•介護の問題 
など 

•      

生活支援 
•つどいの場 

•楽しみ 

•働く場 など 

生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 老人会では、「いつまで車に乗れるだろうか？」「運転が

できなくなったらどこにも行けない」など、外出に関する不

安が多く出されていました。高齢化率が４０％（町平均で３

０％）を超える町内区会がある中で、車での移動が困難にな

った高齢者は通院や買い物など毎日の生活に不安が起きてき

ます。若い世代の中でも「高齢になると運転は危ない面が多

い。もう少しバスの停留所など多くなると高齢者も利用しや

すい。バスを利用してくれると安心できる」などの意見があ 

    ります。 

自分自身での運転が困難になると友人との交流が少なくなり、銀行やお

寺参りなど外出の機会が無く閉じこもりの生活になります。 

このことは活動の減少から来る運動器官（骨・関節・筋肉）の低下や認 

知症等の誘発につながります。 

高齢になっても、自由に外出できるしくみがあると社会参加もでき元気

な高齢者が増えます。 

このような移動の問題については、本町として「地域公共交通会議」を

設置し、乗合タクシー的な運行の検討を進めています。 

細かな路線の運行が可能となれば、公共の乗り物を利用しての外出や通

院などができるようになります。 

安心して暮らすための

地域づくりの視点 

移動支援について 



 

 

 

     子供がいても、そのほとんどが町外に就職して

親元を離れて暮らすことが多い現実があります。 

高齢者世帯や一人暮し高齢者が増えている中、

毎日の生活不安が多く聞かれました。ごみの分別

がわからなくなることや、ごみステーションまで

運ぶことが困難、冬の除雪が出来なくなったら住

めなくなるなどの声もあります。 

買い物や食事をつくることも難しくなります。 

昔の大家族のような、家族で支えあう機能は失われつつあります。 

日々のちょっとしたときに「大丈夫？できることがあったら手伝うよ。」

といったご近所さんが見守りや声かけのできる地域づくりが必要です。 

福祉サービスを検討する一方で、移動販売や購入商品の配達など利用で

きる民間企業の活用も視野に入れ、個々の生活にあった形での提供が求め

られます。 

     介護の面では、７０歳代の人が９０歳代の親の介護をする老老介護の問

題、認知症の夫を介護していた妻も徐々に物忘れが多くなってしまう認認

介護も大きな問題となります。 

介護が必要になった時に家族だけで抱え込まずに、誰かに相談できる体

制づくりや速やかに介護サービス利用につながるように日ごろからの情報

提供も必要です。 

広報紙や防災無線での情報伝達には、見逃し、聞き逃しがあり、情報提

供の方法についても工夫が必要です。 

 

 

      

 医療費や介護費用が増えることで、給付制限や利用者

負担率の変更など議論がされていますが、なんといって

も高齢であっても元気な高齢者が地域に増え、個々の健

康寿命が延びることが大切となります。 

銀嶺大学やパークゴルフ、フロアカーリングなど高齢

者の活動の場はいろいろありますが、体力に自信が無く

なってくると参加できなくなります。 

できるだけ閉じこもらず外出できる場所（サロンや介

護予防通所事業など）を増やして虚弱な方でも参加できる生きがいづくりが

必要です。昭和の時代に見られたご近所にお邪魔してお茶を飲みながらおし

ゃべりを楽しむといったお隣づきあいのような関係が今求められています。 

このような活動の場においてサポートできる人材を育成し、自らも担い手

となって活動できるしくみづくりを進めます。 

生活支援について 

生きがいについて 



 

 

 

 

 

 

地域福祉計画の基本理念に基づき、４つの基本目標を柱に具体的な事業

を推進していきます。 

 

 

（Ⅰ）地域住民の視点に立った課題の把握と的確な情報提供の推進 

                             （心を育てる） 

 

     住民一人ひとりがそれぞれの立場で安心して暮らしていくためのまちづ

くりは誰もが求めていることで、その目的達成のためにはいろいろな情報

が必要です。 

インターネット等の情報機器の発展がめざましい状況にありながらも、

いざという時には、身近な場面での情報が不足しているのが現実です。 

必要な時に速やかに支援が受けられるようにするには、住民にとって分

かりやすく見える形での情報提供が必要です。 

悪質な訪問販売などから身を守ることや認知症高齢者を見守る活動など、

必要な情報を知ることで広がっていきます。 

長寿の課題とされる認知症高齢者の対策については厚生労働省が「オレ

ンジプラン」（Ｈ２５～Ｈ２９）を発表し取り組みを強化しています。 

本町でもキャラバンメイトを中心として認知症サポーター養成を推進し

ます。特に子どもの頃からの学習に「福祉の心」を位置づけることは大切

で、認知症サポーター養成講座を各学校で実施することをきっかけとして、

支えあう、助け合う心を育みます。 

住民一人ひとりが困っていることを声に出し、課題解決のために何がで

きるか、どんなことが必要かについてみんなで考え、発信する場が必要で

す。ことわざにある「三人寄れば文殊の知恵」です。一人ひとりの情報が

多くなることで、困った時の解決策が生まれます。知ること、知らせるこ

とのしくみづくりを進めます。 

 

 

    【関連事業】 

     ＊認知症サポーター養成講座 ＊社協だより ＊社会福祉大会 

  ＊相談窓口の充実 ＊ホームページ開設 ＊ボランティア養成講座 

  

 

 

第２章  計画推進のための基本目標 



（Ⅱ）一人ひとりがつながる支えあいのしくみづくりを推進 

（仲間を育てる） 

 

     ボランティアセンター活動を推進するとともに、新たにボランティア養

成講座を実施し、一人でも多くの町民が自ら担い手としてボランティア活

動に参加できるよう取りくみます。ボランティア活動の中から“支えあい”

の仲間が広がる地域づくりを目指します。 

     特にシニア世代のボランティア活動の広がりは、自身の閉じこもりを予

防し社会参加と健康づくりを促します。 

     無理なくボランティア活動できるような場の提供と活動の継続を可能と

するためのスキルアップ研修などでボランティア同士の交流についても支

援します。 

   

    

    【関連事業】 

     ＊ボランティア養成講座 ＊ボランティアセンター活動支援  

＊サロン活動支援 ＊認知症サポーター養成講座 ＊移動支援 

＊会食サービス ＊宅配型給食サービス ＊移送サービス 

＊介護予防事業（あゆみ事業・ふまねっと運動・くもん学習療法等） 

    

 

（Ⅲ）地域住民と共に考え、実践に向けた協働のしくみづくりを推進 

                           （地域を育てる）  

  

     地域の声を聞き取る“場”を作り、見えて来た課題について住民と一緒

に考える取り組みを推進します。町内区会での取り組みや民生児童委員活

動での見守りや支援に加えて新しい支えあいのしくみづくりを目指します 

近年の異常気象においてはいつどのような災害が身近に起きるのかは予

測がつきません。登別市や豊富町での雪害による長期停電事故などに学ば

なければなりません。このような中、本町でも自主防災体制に向けた取り

組みが始まっています。社会福祉協議会としてもこのような防災活動で何

ができるか考えなければなりません。地域の中に入り、福祉ニーズの発掘、

把握に努め、対策に向けて共に考える姿勢が必要です。 

     それぞれの地域特性を活かしながら、支えあうしくみづくり＝小地域ネ

ットワーク活動について推進します。 

 

 

    【関連事業】 

     ＊福祉懇談会の実施 ＊福祉協力員設置検討 ＊福祉サービスの検証 

＊新規事業の検討 ＊民生児童委員協議会との情報交換  

＊防災事業の取り組み ＊要援護者把握等で行政との連携など 



 

（Ⅳ）地域福祉推進のための体制強化を推進（しくみを育てる） 

 

     介護保険サービス事業の拡大と充実を図り、要介護者及びその家族が不

安なくサービス利用につながるよう支援体制を強化します。 

     新たな事業として、平成２６年度からの「ふれあいセンターなかまーる」

での通所介護事業（デイサービス）の運営がスタートします。通所介護事

業では、段階の世代の高齢化等も視野に入れ、１日の利用者受け入れ者数

の拡大とともに、楽しく安心して利用できるメニューの充実と利用者一人

ひとりの自立をねらいとしたより良いケアの提供を推進します。  

さらに北海道社会福祉協議会からの受託事業として日常生活自立支援事

業の実施に向けての体制づくりを進めます。 

     福祉懇談会の実施により、地域の課題を共に共有し解決に向けて考える

しくみづくりを展開します。 

     社会福祉協議会が、福祉の中心として事業展開するために、専門性のあ

る職員の確保・育成（研修・専門資格取得など）について強化します。 

 

 

   【関連事業】 

＊通所介護事業運営開始 ＊居宅介護支援・訪問介護事業（介護保険） 

＊共同募金・歳末助け合い事業 ＊在宅福祉サービスの提供  

＊指定居宅介護（障がい者自立支援法） 

＊日常生活自立支援事業 

＊成年後見制度啓蒙 ＊生活支援事業  

＊社協職員体制強化 （専門研修受講・資格取得支援・職場内研修） 

＊財政基盤の確保（会費納入、特別・賛助会員拡大等） 

 

 

 

     

 

第３期地域福祉実践ぷらん（※）は、平成２５年度から平成２８年度ま

での４年間とします。 

各年度において、計画推進状況を、理事会・評議員会に報告する中で計

画についての評価を行い、翌年度事業の見直しを実施します。 

平成２６年度には通所介護事業の運営・日常生活自立支援事業（道社協

事業）受託開始など新規事業の取り組みがあるため、この年度の実 績を検

証しながら中間評価を行い、後半の計画を見直します。 

 

※  全道の実践計画は第４期の策定であり、本社協は第３期の計画が未策定であっ

たため、本計画を第３期として位置づける為、全道の計画期とずれている。 

第３章  計画の期間 

 

 

  

 



 

 
【用語説明】 

 

 ☆キャラバンメイト ・・ 認知症の正しい知識や付き合い方を理解するために一定の

講習を受け、地域で暮らす認知症の人やその家族を応援す

る「認知症サポーター」をつくる「認知症サポーター養成

講座」の講師役となるのがキャラバンメイトです。 

 ☆認知症サポーター ・・ 認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人

や家族を温かく見守る応援者として、自分のできる範囲で

活動します。友人や家族に学んだ知識を伝えること、認知

症の人やその家族の見守りなど気持ちを理解することなど

が活動です。サポーターの目印はオレンジリングです。 

 ☆サロン活動 ・・・・・ 地域交流の場で、ご近所との出会いやおしゃべりなど楽し

い時間を過ごし、そのふれあいの中から生きがいづくり・

仲間づくりの輪を広げることを目指しています。一人暮ら

しによる閉じこもりや、孤立感の解消、認知症予防などの

効果が期待できます。 

 ☆日常生活自立 

支援事業 ・・・・・・ 判断力の低下により金銭管理が困難になった方の日常的な 

金銭管理を支援します。都道府県社会福祉協議会の事業で

H26 年には市町村社会福祉協議会に委託される予定。 

 ☆成年後見制度 ・・・・ 認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力の不十

分な方への不動産や預貯金などの財産管理や施設入所など

の契約行為などを支援します。本人の状況により家庭裁判

所が後見人を選任します。 

 ☆小地域ネット 

ワーク活動 ・・・・・ 小地域を単位として要援護者一人ひとりを対象とした見守

り活動・援助活動を行うものである。小地域での福祉活動

が充実すると  

            １．福祉問題の早期発見・早期解決 

            ２．きめ細かな福祉サービスの提供 

            ３．地区住民の福祉意識の向上  につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

第４章  推進目標・具体的な事業 



Ⅰ．地域住民の視点に立った課題の把握と的確な情報提供の推進（心を育てる） 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(1) 認知症支援体 

制の整備 

①認知症サポー

ター養成講座 

●キャラバンメイト活動を推進する。 

 町内のメイトと町事務局との連携により、サポータ

ー養成講座を計画的に開催。 

※教育委員会との連携で町内各学校で講座開催を実施

し、福祉への関心を深める。 

※商工会・金融機関・行政向けの講座実施により認知

症の理解を深める。 

※福祉協力員（体制が取れた段階で）へ講座実施 

町 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援

センター 

教育委員会 

商工会  

民生児童委員 

福祉協力員 

新規 継続 継続 継続  

(2) 各種媒体を活 

用した情報提 

供の推進 

②社協だよりの

充実 

 

 

 

③ホームページ

開設 

●社協だよりの発行回数・掲載内容の充実を図り、社

協活動の啓発や福祉情報の提供を推進する。 

※カラー版社協だより    年２回 

※町広報折込Ａ４版     年２回 

●地域福祉実践計画概要版を全戸配布する。 

●社協事業の啓発と福祉情報についてホームページ掲 

 載する。 

共同

募金 

一般 

 

 

 

 

町 継続 

 

 

 

新規 

検討 

 

継続 

 

 

 

― 

新規 

 

継続 

 

 

 

― 

継続 

 

継続 

 

 

 

― 

継続 

 

 

(3) 福祉に対する 

意識の高揚を 

図る 

 

 

 

 

 

 

 

④社会福祉大会

の開催 

 

 

 

 

 

⑤相談窓口の充 

 実 

●社会福祉大会の開催によって福祉の理解を深める。 

※福祉に貢献された方への表彰と感謝状贈呈 

※町内小中児童生徒の福祉作文コンクールと発表 

※トークセッション 

 町民・関係機関からの活動報告や情報提供などに 

より、福祉についてセッションを行う。 

※講演会 

●福祉の相談を受ける体制づくりを行う。 

※日常生活自立支援事業等の実施により、相談を受け

る窓口を設置し速やかな支援体制づくりを推進する 

一般 

 

 

 

 

 

 

一般 

 

 

福祉関係機関 

民生児童委員 

老人会 

各学校 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 



Ⅱ．一人ひとりが繋がる支えあいのしくみづくりを推進（仲間を育てる） 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(4) 地域福祉の担

い手としての

ボランティア

活動の推進 

⑥ボランティア

センターの活

動支援 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ボランティア

養成講座の実

施 

 

●ボランティアセンターの活動を推進する。 

※総会に合わせての研修会 

※こぶし苑ボランティア事業の調整 

※会食サービスボランティア調整 

※除雪サービス 

※スキルアップ講座 

●個人登録ボランティを育成する。 

※スキルアップ研修 

※活動調整 

※登録会員の拡大の働きかけ 

●介護予防事業のサポートやサロン活動支援などの担

い手としてのボランティアの育成を行う。 

H25 「ちょこっとボラ」養成講座 

 ８日から 10 日間のカリキュラムでボランティア養

成講座を実施・・・１５名程度 

H26 講座を修了した方の中で活動できる方について

個人ボランティアに登録してもらい、活動を広げて

いく。 

 

共同 

募金 

一般 

 

 

 

 

 

 

 

一般 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア

センター 

 

 

 

 

個人ボランテ

ィア 

 

 

「講師」 

町内関係者 

保健所  

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H26 以

降 は 活

動 の 継

続 

(5) 高齢者が気軽 

に集える場(サ

ロン)の拡大 

 

 

 

⑧サロン活動支

援 

 

 

 

 

●町内主体のサロンが 2か所活動している。 

 既存サロンの取り組みを支援しながら、新規サロン 

開設に向けて支援していく。 

※H25 1 か所新設目標 

※市街区域でのサロン設置に向けて検討する 

 

共同

募金 

一般 

 

 

区会 

老人会 

民生児童委員 

     

拡大 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨介護予防事業

の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩会食サービス 

●介護予防事業を推進することで元気高齢者を増や

す。 

※「みんな元気にふまねっと」教室 

 H25 ふまねっとインストラクター3級資格取得 

    ふまねっとサポーター養成講座実施 

   （ボランティア養成講座の一環として実施） 

※「明日のために脳活性化」教室  

 H25 くもん式学習療法の学習サポーター養成 

   （ボランティア養成講座の一環として実施） 

 

●介護予防通所事業(通称：あゆみ) 

※現行：月・水・木の３回実施 

H25.7～ 月・水・木・金の４回 

（H25 は寿コミュニティセンター・H26 からこぶし苑へ

実施場所移動予定） 

●会食サービス 

※現行の実施について一部見直しをしながら、全町的

に利用可能となるよう送迎体制を検討 

 

現行：65歳以上で日常生活に支障のある方 

見直し：一人暮らしの高齢者 

    原則、自分で参加できる方に限るが遠距離 

    の方には送迎体制を検討。 

 

 

一般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 

 

 

 

 

町 

民生児童委員 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拡大 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．地域住民と共に考え、実践に向けた協働のしくみづくりを推進（地域を育てる） 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(6) 住民参加によ

る地域福祉活

動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪福祉懇談会の

実施 

 

 

 

 

 

 

⑫福祉協力員の

設置検討 

●地域における福祉の理解を深めるため、区会単位あ

るいは連合会単位での『福祉懇談会』を呼びかける 

※支えあいのしくみづくりとして【福祉協力員】設置 

 設置に向けて提案 

※既存福祉サービスへの要望や見直し等の意見聴取 

※社会福祉協議会事業の説明と意見交換等 

 

 

●障がい者・一人暮し高齢者・高齢者世帯などの見守

り、支えあいのしくみとして【福祉協力員】の設置

を提案し検討する。 

※町内会への説明、協力依頼 

※協力員の役割、選出基準等の意見交換 

≪役割≫ 

 見つける・・近所で困っている人を見つける 

 知らせる・・関係者へ知らせる 

 広める・・・さまざまな情報を知らせる 

 つながる・・関係者に声かけする 

 

 

 

 

 ☆できることから無理なく、みんなと協力する 

 ☆それぞれの生活を支える（自助・互助）しくみづ

くり  

一般 

 

 

 

 

 

 

 

一般 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区会 

連合会 

民生児童委員 

 

 

 

 

 

町内区会 

連合会 

民生児童委員 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 



Ⅳ．地域福祉推進のための体制強化を推進（しくみを育てる） 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(7) 介護保険サー

ビス事業の推

進と拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬通所介護事業

の運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭居宅介護事業

の充実と拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●通所介護事業の運営開始。 

現在、こぶし苑(町直営)で運営している通所介護事 

業所を指定管理者制度で運営する。 

 

H25 準備室の設置 

  運営規程・指定申請・備品・労務管理・職員採用

開設場所の移転作業・事業所名等 

H26.４ 通所介護事業開始   

  ・利用者の拡大 

  ・介護職員のスキルアップ 

  ・アクティビティの充実・・音楽療法など身体 

   状況に応じたプログラムの実施 

●居宅介護支援事業 

※ケアプラン作成を必要とする利用者がスムーズにサ

ービスにつながるよう支援する。 

※生活全般の課題を把握しながら関係機関と連携を図

り支援していく。 

 

●訪問介護事業  

住宅型有料老人ホームの整備により、訪問介護の利

用者が減少している。新規利用者へ働きかけをしな

がら在宅介護の推進を図る。 

 

 

 

介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護 

 

 

 

 

 

介護 

 

 

 

 

 

 

町 

こぶし苑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 

 

 

 

 

 

各居宅介護支

援事業所 

 

 

 

 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 



推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(8) 高齢者の権利

擁護の推進を

図り安心して

暮らせるよう

にす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 在宅福祉サー

ビスの充実を

図り住みやす

い町づくりを

推進する 

 

 

 

 

⑮日常生活支援

事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

⑯成年後見制度

利用啓蒙 

 

 

 

 

 

⑰福祉サービス

の充実 

●日常生活自立支援事業を受託する。 

H26.4 又は H26.10 受託に向けて 

H25 実施体制の準備 

・指揮監督者、生活支援専門員の配置、研修 

・生活支援員の配置、研修、登録 

・利用者実態把握 

H26 受託契約等 

 ・相談窓口の設置 

 

●成年後見制度を啓蒙する。 

※研修会受講 

※住民向け制度の啓蒙 

※相談窓口の設置（日常生活自立支援事業と併せて相

談を受ける。） 

※地域包括支援センターとの連携 

（成年後見制度利用支援事業の活用） 

●給食サービス(宅配型) 

調理が困難な高齢者世帯等に希望により夕食を配達 

現行：月・水・金の夕食 

   1 食自己負担   300 円 

H26 ：ふれあいセンターなかまーるの厨房ができる 

ことで事業を拡大。 

拡大：毎日の食事を選択できるようにする   

    副食のみの提供 ・病態食の提供 

    昼食の配達検討 

 

一般 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般 

 

 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援

センター 

 

 

 

 

 

町 

民生児童委員 

準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

継続 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

拡大 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 



 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

 ⑱除雪サービス

の充実 

 

 

 

 

 

 

⑲障がい者サー

ビスの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●除雪サービス見直しの検討。 

現 行：近くに身寄りのいない一人暮らしの高齢者

で健康に優れない方 

見直し：対象者の選定や料金体系など全般的に再検

討してみて、地域の実情に合ったサービス

として提供できるよう見直す。 

     福祉懇談会等での意見交換ができるように

する。 

●重度心身障害者(児)の通所事業送迎。 

 中富良野町・上富良野町連携事業  

※利用者：上富良野町 2 名・中富良野町 1 名 

 利用者の身体状況により、H24 途中から 2名の引率

体制をとっている。(緊急時対応) 

 H25 については、原則 2名引率で実施し、中富良野

町の利用者が欠席の場合のみ 1名とする。 

 

●移動支援事業（地域生活支援）。 

 外出及び社会参加のための移動支援 

※利用者：1名・週 3回の移動介助  

 

●居宅介護（自立支援給付）。 

※利用者 1名 

●移送サービス。 

 寝たきりの状態又は歩行困難な方の移送支援 

 

受託 

 

 

 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

受託 

 

一般 

 

 

町 

地域住民 

民生児童委員  

 

 

 

 

 

町 

上富良野町 

 

 

 

 

 

 

町 

 

 

 

町 

 

関係者 

検討 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

継続 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

 



推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(10)福祉団体に対

する支援と自

主運営に向け

ての支援 

 

 

 

 

 

 

⑳各団体の活動

充実のため側

面 的支援を

行う。 

●身体障害者福祉協会 

※会員の親睦と研修会の開催 

※上川地区および全道身障者スポーツ大会への参加支 

 援 

※町福祉大会参加 

●母子会 

※上川地区母子寡婦福祉連合会は会員減少で解散。中

富良野町母子会も会員減少により今後の活動につい

て検討をしていく。 

※会員相互の交流会 

※親子研修会 

※ボランティア活動の実施  

●手をつなぐ育成会 

※会員の親睦と研修会の実施 

(視察研修・料理教室・道研修会参加支援) 

 

●老人クラブ連合会 

※パークゴルフ・ゲートボール・フロアカーリング等

の軽スポーツ大会の支援 

※沿線・管内研修会の参加支援 

※町福祉運動会、福祉大会への参加支援 

●遺族会 

※護国神社祭・全国慰霊祭等への参加支援 

※町戦没者追悼式の開催 

 

 

共同

募金 

補助

金 

 

共同

募金 

補助

金 

 

 

 

共同

募金 

補助

金 

共同

募金 

 

 

 

一般 

補助

金 

 

 

町 

 

 

 

町 

 

 

 

 

 

 

 

町 

 

 

 

町 

 

 

 

 

町 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 



 

推進目標 具体的事業 活動内容 
財源

区分 
関係機関 

年次計画 備考 

H25 H26 H27 H28  

(11)生活支援活動

の推進 

○21 生活支援活動

推進 

●歳末助け合い募金による義援金の配分 

 歳末助け合い募金による低所得歳末義援金を配分し

対象者に届ける。 

●独居老人へ年末激励品 

 年末に独居老人宅を訪問し、声かけと激励品を届け

る。 

●生活福祉資金 

 

●社会福祉金庫の貸付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同

募金 

 

 

 

 

 

 

特別

会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同募金 

 

 

民生児童委員 

 

 

道社協 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

 

継続 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（各計画の位置づけ）

Ｈ２３～Ｈ３２

（地域福祉計画・地域福祉実践計画の位置づけ）

第５期まちづくり総合計画

Ｈ２４～Ｈ２６

Ｈ２４～Ｈ２６ Ｈ２４～Ｈ２８ Ｈ２５～Ｈ２８Ｈ２０～Ｈ２４Ｈ２２～Ｈ２６

総合福祉計画 地域福祉計画

　
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

　
障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
者
福
祉
計
画

　
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

　
健
康
増
進
計
画
・
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画

　
　
　

（
社
会
福
祉
協
議
会

）

　
第
３
期
地
域
福
祉
実
践
ぷ
ら
ん

第５期まちづくり総合計画 

    地域福祉計画 

（第３期実践ぷらん） 
高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画 

障がい者計画・障が

い者福祉計画 

健康増進計画・特定

健康診査等実施計画 

次世代育成支援 

行動計画 

高齢者 

高齢者世帯 

子ども 

一人暮らし 

障がい者 

複合世帯 

勤労者 

核家族 

母子世帯 

勤労世帯 

 地域協働 

中富良野町防災計画 

要援護者 

資料 1 



•通院 

•買い物 

•お寺参り 

•銀行 

 

 

移動支援 

• ごみの分別 

• 食事の準備 

• 庭の整理 

• 除雪 

• 住宅 

• 介護 

 

 

生活支援 

• 集いの場 

• 楽しみ 

• 働く場 

生きがい 

 

 

 

 

 

  本計画策定にあたって、町民の目線から見える地域の課題を拾うために意見交換会を開催いたしました。 

  中富良野町の高齢化の実態、介護保険事業から見る数字などを資料提供し、住みやすいまちづくりについての意見を聞いています。 

 今不安に思うこと、今後について不安に思うことなど率直な生の声を聞き取り下記の視点で整理し計画に反映して行きます。 

 

① 町民一人ひとりが自ら取り組むこと。（自助） 

② 隣近所、家族や友人など、その人のまわりに居る近しい人が、自身の発意で手を差し伸べ関わること。（互助） 

③ 町内会や民生委員、社会福祉協議会、ボランティアなど非営利団体による支援活動システムづくり。（共助） 

④ 行政で取り組むべき支援・個人や町内区会だけでは解決できない諸問題に対処する。（公助） 

 

  懇談会の実施状況 

 懇談会開催回数 参集人数 

１５団体 ４１３名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住民懇談会で出されたみんなの声 

安心して暮らすための地域づくりの視点 

声に出しての意見として

はあまり発言がなかった

けど、それぞれ思うことを

メモにしてもらうと沢山

の“思い”を聞き取ること

ができました！！ 

資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊70～80歳が 3人で年金生活。どうなることやら。一人は要介護。 

＊自分の老後はわからない。考えておかなければ。 

＊寒くなると病院に行くのが心配です。 

＊身の振り方に困っています。子供たちは東京なので。 

＊冬の除雪は心配。 

＊自宅の庭の管理ができなくなる。 

＊夫婦二人のうちは何とか頑張れる。一人になったらどうしよう。 

＊食事の支度が心配です。 

＊ごみの分別がわからない。 

不安 

＊老老介護の時が間近なので、これからどうなるのか

心配。 

＊腰の悪い夫を風呂に入れるのが大変。 

＊介護が必要になったら、家族やこどもにできるよう

に設備や器具の貸出をしてほしい。 

＊いずれ、トイレ・入浴・食事が自分でできなくなる

だろう。 

＊アルツハイマーの家族が集まって話をしたい。 

＊我が家の親の介護に不安があります。一人で抱えな

いで、気軽に話ができる場があるといい。聞いてく

れる人が居るとこころが楽になる。」 

＊介護保険についての説明をもっと知りたい。 

 

介護 

＊車に乗れなくなると、病院・スーパーの近いところに住むのかな。 

＊家のリフォーム補助が 1 回きりなので、その都度使えたら住みや

すくなる。 

＊今は農業現役ですが、やめてからの住まいをどこにするのか不安

です。 

住宅 

表現は、できるだけ変

えずに生のまま掲載

しています。 

 住民懇談会で出されたみんなの声 

旭中老人会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊年をとっても友達どおしでお茶飲み

したり、話ができる場所があればい

い。 

＊外に出ない人が居るので、何か集まり

があれば良いと思う。 

＊地域の人たちの交流の場所があれば

良いと思います。 

＊高齢のため、他人の世話になることが

多くなった。優しい言葉が嬉しい。 

＊頼りになる人が地区に何人かいれば、

安心だなあ。 

＊若い人との交流が沢山あるといいで

す。 

近所付き合い 

＊高齢になると病院通いが大変。 

＊高齢になって、車を運転しなくなった時の通

院が不便。 

＊車に乗れない人が多くなっているので、買い

物・病院行くのが大変。 

＊車に乗れなくなったらどこに行くのも不便。 

＊車に乗るのが限界で、でも乗らないとどこに

も行けない。 

＊農家の忙しい時に、若い者に乗せてもらうの

が気兼ねする。 

＊数年後、運転ができなくなったら困ります。 

＊病弱な息子と７５歳以上の高齢夫婦の３人暮ら

し・・２人の年金で暮らさなければならない。 

＊冬の除雪が心配、夫は８０歳になるのでいつま

でできるか。 

＊重いものが持てない、買い物が大変。 

＊冬の除雪が気がかり。 

＊ごみの区別がわからなくなる。 

＊ごみステーションまで運ぶのが大変。 

＊ごみの収集について、もう少し変えてほしいと

思うが名案が浮かばない。 

＊ごみステーションがもう少し近くにほしい。 

＊食事の支度が大変。 

＊５年後の買いもののこと。 

＊除雪が大変。 

＊農繁期に高齢者の分だけでも食事が届いている

と安心。 

＊今は元気で除雪ができますが足はいずれは悪く

なりそうです。除雪が心配。 

＊お父さんがいつもお礼を言ってくれるのでうれ

しい。 

＊健康を大切にすること。 

生活（暮らし） 
交通手段 

＊友達がとても大切になっています。 

＊一人暮らしの男性は閉じこもりがちなので、何か参加してもらえる方法はないか？ 

＊自分の目標を持つことが大切。 

＊少し足が弱くなると出ることが少なくなる。サロンなどが必要。 

＊今は膝が痛いけど好きな花作りを頑張りたい。 

＊老人同士の気楽な集まりも必要かと思います。 

＊自分の目標を持つこと。 

いきがい 

 住民懇談会で出されたみんなの声 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊町立病院がもっと気軽に受診で

きるようになってほしい。 

＊小さなことでも相談に乗ってく

れるホームドクターのような存

在になってくれるといい。 

＊小さなこどもからお年寄りまで

気軽に受診できる病院であって

ほしい。 

 

医療 

＊なかなか必要な情報が入りにくい。 

＊広報の届くのが遅い時がある。 

＊防災無線や会合で情報を得るように

している。 

＊何かの会に入っていれば、口コミで

情報が伝わるが会から抜けると何も

わからないことがある。（婦人会・Ｐ

ＴＡなど） 

＊携帯のメーリングリストの活用もあ

るのでは。 

＊細かい全町放送を望む。 

情報 

＊関心はあるが、役員決めなどうま

くいかない。 

＊ボランティアの幅が広すぎて、ど

の範囲まで関われば良いのか。 

＊ボランティア活動している人の

活動内容をもっと知らせること

が必要。 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

＊一人一人老いていくのがよくわかります。 

＊若い人と年配の人の交流が足りないと思う。 

＊気弱になって来る高齢者が心の中を出して

話せない。 

＊親が徐々に老いていき、一人で置いて出かけ

られない。介護が必要なほどでもない。見て

くれるところがあれば。 

＊独居老人で男性の参加が少ない。何か工夫が

必要。 

＊会食サービスの送迎を検討すべき。 

＊地域のルールを守らない人が居て困る。 

＊家族が遠くてコミュニケーションが取れて

いないところがある。 

その他 

 住民懇談会で出されたみんなの声 

会食サービス 



＊地元の野菜を買える直売所（ハネ品でいい。） 

＊通年で特産品を売っている場所。 

＊老人の住んでいる場所の近くで宅老所のようなボランティア

施設（個人の家）があると良い。 

＊屋根の雪下ろし隊。 

＊お茶を飲んだり集まれるカフエのような場所。 

＊ライブなど楽しいこと。 

＊車の運転ができない人のためにワゴン車で回ってくれる。 

＊地域でお年寄りを支えるポイント制度（将来介護料に反映し

たり）。 

＊中富良野に大きなマップ（看板）・観光客にわかりやすく。 

＊花のまちと謳っているので町中に花畑を作ると良い。 

＊町民一人一人に気遣いができる・人にやさしいまちづくり。 

＊難しいと思うけど声かけができる町民でありたい。 

＊駅前サロン・お年寄りが集まってやりたいことができる場。 

＊24時間すぐ行けるバリアーフリーのトイレがあるといい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊子どもの医療費助成は嬉しいです。 

＊水がおいしい。 

＊米祭りや農協のお祭りなどのイベント。 

＊防災無線。 

＊食生活改善協議会の活動。 

＊子どもサポートふらの。 

＊ラベンダー祭り。 

＊町民体育大会。 

＊ウィンターフェステバル。 

＊映画祭などのイベント。 

＊会食サービスは続けてほしい。 

＊花の多いまちづくりは続けてほしい。 

＊高齢者の運動教室など継続してほしい。 

＊子どもの福祉がしっかりしている。医療費が中学生以下無料。 

＊移住者も暮らせる場所があってうれしい。 

＊空気と水と自然に囲まれた理想の場所です。 

＊若い人、年代を超えた人との交流があるのでいい。 

＊温泉もできて楽しみが増えた。 

＊浄化槽の補助・持家の補助など。 

＊敬老会をはじめ団体の補助など他町より良いと思う。 

中富良野の良いところと

増えたらよいと思うこと 

あったらいい

なと思うこと 

 住民懇談会で出されたみんなの声 

チャリティコンサート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊高齢者が増加すると、施設が不足します。必要な時に入れるよ

う施設を増やしてほしい。 

＊会食サービスの送迎を考えてほしい。 

＊買い物、通院のためのバス路線の検討をしてほしい。 

＊こぶし苑を増やしてほしい。 

＊空き家や病院の空き室などを活用して高齢者の保育所のよう

な場にしてはどうか。 

＊老後施設を広げてほしい。 

＊町立病院以外（脳・泌尿器・眼科など）の送迎も必要。 

＊除雪は多めにやってほしい。 

＊地域活性の事業やイベントをする人たちを応援してほしい。 

＊除雪の回数を増やしてほしい。 

＊除雪範囲を広くしてほしい。 

＊税金の相談会などの機会がほしい。 

＊新規事業を応援してくれる街の協力が必要。 

＊町のバスが大きすぎる。小回りの利く小型車で細かく回ってほ

しい。 

＊スクールバスの利用者が少ない。（必要ないのでは） 

要望 

＊買い物・病院など送迎があったら良いと思う。 

＊車に乗れない人を移動しやすくするため共同バスで連れて

行ってくれる。 

＊家の前まで送迎してくれる。 

＊冬場は“かみん”のプールを利用している。冬場プールを

利用できるようにしてもらいたい。 

＊お年寄りを大切にする気持ちを育て、お年寄りも人のため

に自分の経験を役立てる場を作る。 

＊道の駅があればいいな。中富の農産物が買えるところが町

にあればいい。 

＊お年寄りでも稼げるまちづくり。 

＊独居老人宅は区会で見守るしくみをつくりたい。 

＊冬の除雪が心配。何とかいい方法はないか。 

＊町立病院の空いている部屋を介護の施設にしてほしい。 

長期的な視点で考

えたいこと 

 住民懇談会で出されたみんなの声 

福祉大運動会 



ライフステージにみる地域福祉（保健・医療・福祉・社会教育・防災・コミュニティ）～安心・安全・ともに支える地域づくり～

・妊娠期からの疾病予防 ・自ら健康管理ができる（自己管理能力） ・元気な高齢者 ・孤独死の防止

・健やかな子どもの成長 ・介護予防事業推進 ・看取りの介護

・食の大切さ ・疾病予防、疾病の早期発見・早期治療、健康づくり ・適切な介護給付 ・尊厳死

・生活習慣病の予防（適正体重・適度な運動）

・こころの健康（自殺予防）

・児童虐待防止（Ｈ１２） ・ＤＶ防止・保護（Ｈ１３） ・高齢者虐待防止（Ｈ１７）

・母子手帳・妊婦健診・母親学級・父親学級 ・妊婦健診

・新生児訪問

・チャイルドシート普及促進事業

・ブックスタート事業

・一時保育の利用（中富良野保育園）

・就学前健診

・予防接種

・乳幼児（3種混合・ポリオ・ヒブ・小児用肺炎球菌4種混合・麻疹・風疹・ツ反・BCG)学童（2種混合・風疹・BCG)生徒（子宮頚がん予防ワクチン） ・高齢者(肺炎球菌ワクチン・インフルエンザ）

・任意予防接種(おたふくかぜ・水痘･インフルエンザ・肺炎球菌）補助

・食生活改善事業

（食育・生活習慣病予防・ボランティア活動） ・単位老人会健康相談

・乳幼児健康相談・妊婦健診 ・体力向上運動教室（介護予防）

・水中運動教室（介護予防）

・1歳6か月検診 ・健康づくり教室（運動教室） ・ノルディックウォーキング教室（介護予防）

・3歳児検診

・CT肺がん検診費用補助金

・口腔健診 ・認知症サポーター養成講座

・骨粗鬆症検診

・フッ素塗布 ・結核検診

・子育て支援センター（そらいろのたね） ・肺がん検診・胃がん検診・子宮がん検診

・キッズサークル ・乳がん検診・大腸がん検診

・一般健康診査（ミニドック・ヘルシー検診・巡回ドック）

北海道医療給付事業（重度心身障がい者・ひとり親家庭等・乳幼児等） ・特定保健指導 お達者検診

・生活習慣病予防運動教室

・医療費の自己負担額を助成（中学校卒業まで）

・自殺防止活動

保
健
医
療

ね
ら
い

老年期幼年期 児童期 青年期 壮年期

母子保健 食  育 精神保健 健康づくり対策 介護予防 終末期 

資料 3 



・親子のふれあいを深め、地域全体で子どもを育む家庭教育を推進 ・自らを高めるために、自主的に学習活動に取り組む成人教育の推進

・ふるさとを愛する心とたくましく生きる力を育む少年教育の推進

・次代を担う責任と役割を自覚し、連帯感を深める成年教育の推進

・充実した学習環境づくりと自己実現を図るための生涯学習の推進

・潤いと安らぎある生活と心の豊かさを求める文化芸術活動の推進

・公民館講座

・図書館まつり

・スポーツ教室

・図書室の充実

・文化財保護事業

・学舎融合推進事業（あいさつ声かけ運動、玄関の灯り運動）

・ふれあい三世代交流学習事業

・全町子ども会 ・社会教育団体の育成・活動

・読み聞かせグループ「ぴのきお」 ・成人式

・子ども会リーダーサークル

・総合学習（福祉施設訪問） ・青年団協議会活動 ・銀嶺大学（老人大学）・同窓生活動

・幼稚園奨励費補助事業 ・放課後こどもプラン推進事業 ・社会教育団体活動 ・女性団体リーダー会議

・若妻連絡協議会

・なかふらのスポーツクラブ

・放課後子ども教室

・児童生徒芸能鑑賞事業

・スポーツ少年団活動

・青少年育成推進事業(体験活動）

・児童生徒就学援助事業 ・奨学金貸付事業（高校・大学関係）

なかふらの自主企画講座補助

・連合町内会 ・フロアーカーリングクラブ

・区会長会議 ・登録ボランティア（宅配弁当・こぶし苑デイサービス） ・パークゴルフ愛好会

・ボランティアセンター活動支援 ・単位老人クラブ ・住生活基本計画の策定

・朗読ボランティア ・老人クラブ連合会

・食生活改善推進協議会(キャロット会）

・町民体育大会

・町民文化祭

・ウインターフェステバル

・町内会等再編整備事業補助金 ・町民手づくり事業補助金 ・ケア付き高齢者共同住宅(グループハウス）

・潤いのあるまちづくり事業（チャイルドシート普及促進事業）補助金 ・住宅型有料老人ホーム

・子育て世代等応援定住促進事業補助金

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

幼年期 児童期 青年期 壮年期 老年期

・充実した生活の中で、健康で生きがいを感じる高齢者教育の推進

社
会
教
育



・障がいがあっても、障がいがなくても安心して暮らせるまちづくり

・高齢になっても、見守りと支えあいのあるまちづくり

・必要な時、スムーズに各サービスが利用できる。

・自助、共助、互助、公助の理念に基づいたまちづくり

・民生児童委員活動

・日常生活用具給付事業 ・通所介護（介護保険） ・訪問入浴介護（介護保険）

・短期入所生活介護(介護保険）

・福祉用具貸与(介護保険）

・住宅改修費(介護保険・町単独上乗せ補助）

・障害福祉施設通所交通費助成事業 ・介護予防支援・居宅介護支援

・発達支援センター通所交通費助成事業 ・訪問看護(介護保険）

・訪問リハビリテーション(介護保険）

・居宅療養管理指導

・通所リハビリテーション(介護保険）

・短期入所療養介護（介護保険）

・介護老人福祉施設(介護保険） ・療養型医療施設（介護保険・医療保険）

・介護老人保健施設(介護保険） ・緊急通報用電話機設置事業

・重度障害者タクシーチケット料金助成

・障害者自立支援給付 ・消費者相談 ・高齢者事業団

・老人クラブ

・移送サービス（重度障害等で普通車での移動が困難な方）

・町社会福祉大会 ・寝たきり老人等おむつ購入費助成

・児童手当 ・全町敬老会 ・在宅介護手当給付

・児童扶養手当 ・福祉大運動会 ・除排雪サービス

・特別児童扶養手当（心身に障害を持つ児童の養育・20歳まで） ・電話サービス

・障害児福祉手当(２０歳未満） ・特別障害者手当(２０歳以上） ・配食サービス

・手をつなぐ育成会 ・温浴施設利用券交付事業 ・会食サービス

・保育所 ・一人暮らし高齢者見守り人カード

・通所型介護予防事業（あゆみ）

・心配事相談（人権擁護委員）

・福祉金庫貸付

・生活福祉資金貸付

・特定疾患患者・腎臓機能障害者通院交通費助成事業

幼年期 児童期 青年期 壮年期 老年期

ね
ら
い

福
　
祉
　
・
　
介
　
護

・訪問介護（障がい者居宅介護・介護保険訪問介護）

・住宅改修費（障がい者日常生活用具給付事業・町単独上乗せ補助）

・身体障がい者補装具費支給



・町と各組織が連携し人や地域とつながりのある暮らし、生活の不安を取り除く地域社会づくり

・防災、防犯及び交通安全の意識高揚及び教育の推進

・地域啓発活動及びボランティアの育成

・地域主体の防災体制づくり（救援情報の収集と伝達、防災機関との連絡、住民安否確認、介助が必要な人への手助け、要援護者の情報支援）

・災害時要援護者避難支援プランの整備（避難誘導の手段・経路確認、避難所における支援、要援護者情報の収集及び共有）

・防災訓練の実施、地域の危険個所の把握

・防災講演会の開催、地域防災リーダーの養成

・交通安全教室[講話・DVD視聴・自転車及び歩行訓練・自動車（内輪差・制動・衝突）実験等]

・防犯教室[講話・DVD視聴等]

・交通パトロール及び各期の交通安全運動等啓発活動の実施

・防犯パトロール及び各地域安全運動等の啓発活動の実施

・交通安全・防犯パークゴルフ

・交通安全・防犯町内リレーマラソン大会

・とびだし注意看板貸出

・登下校時の交通指導 ・夜間の交通指導(パトライト)実施 ・早朝及び日暮れ時の交通指導

・保育所、小学校に防犯用クラックボール、刺股の配布 ・啓発資材の配布（敬老会）、パンフレット等

・啓発資材のの配布、ぬりえ等 ・啓発資材の配布（成人式）、パンフレット等

・啓発資材の配布（新入学児童）防犯ブザー・黄色い帽子・ランドセルカバー

（中富良野町補助金ハンドブックより）

・新定住応援促進事業補助金 ・ハウス設備等助成事業補助金 ・産業担い手サポート事業補助金

・新合併処理浄化槽設置整備事業補助金 ・ほ場排水改善促進対策緊急支援事業補助金 ・新農村づくり総合支援事業補助金

・住宅リフォーム促進事業補助金 ・規模拡大支援事業補助金 ・中富良野産ブランド牛育成促進事業補助金

・個人住宅用太陽光発電システム設置補助金

・新婚・子育て世帯賃貸住宅家賃助成事業

産
業
経
済
・
定
住
促
進

(

補
助
金
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
よ
り

）

老年期幼年期 児童期 青年期 壮年期

防
犯
・
防
災
・
交
通
安
全

ね
ら
い



高齢者等を支える地域関係機関フロー 

 

 

 保健指導係―特定健康診査・保健指導・健

康教育等 

栄養指導係―栄養指導 

社会福祉係―福祉全般 

介護保険係―介護保険事務 

 

介護支援係（地域包括支援センター） 

・総合相談・介護予防マネジメント 

・居宅介護支援 

福祉課 

 

・居宅介護支援事業所・訪問介護事業所 

・受託事業・居宅介護事業所(障がい者) 

・連合老人クラブ 

・社会福祉資金貸付・共同募金 

・ボランティアセンター 

社会福祉協議会 

 

地域包括支援センター運営協議会 

・入所部門 ３０名 

・短期入所 １０名 

・デイサービス  ２８名/日 

こぶし苑 
富良野協会病院 

銀嶺大学・公民館活動 

銀嶺大学同窓会 

生きがい・健康づくり事業 

・すまいる（富良野市）・クレヨンハウス 

・楓（富良野市） 

・たんぽぽ（中富良野町） 

ケア付き高齢者共同住宅 

（住宅型有料老人ホーム） 

 

・居宅介護事業所 

・福祉用具貸与・購入 

・介護タクシー 

介護ショップポピー 

(富良野市) 

訪問介護事業所（３６５日・２４時間営業） 

・パークゴルフクラブ 

・ゲートボール協会 

・フロアカーリングクラブ 

ニチイケアセンター 

（富良野市） 

ふらの西病院訪問看護ステーション青いとり 

富良野地域訪問看護ステーション 

・単位老人クラブ・高齢者事業団 

・老人クラブ連合会・サロン活動 

訪問看護ステーション 

 

・医療型療養施設 

民生児童委員協議会 

中富良野町立病院 

相

談

・

支

援 

高齢者等 

ふらの西病院 

・介護療養型医療施 

 

ケアハウス 

（上富良野町） 

 

養護老人ホーム 

寿光園（富良野市） 

（上富良野町） 

 

特別養護老人ホーム 

 ラベンダーハイツ（上富良野町） 

北の峰ハイツ（富良野市） 

  一味園・ふくしあ（南富良野町） 

一般病床 

上富良野町立病院 

医療型老人保健施設 

ふらの老人保健施設 

 

認知症対応型 

グループホーム 
康陽 
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小規模多機能型居宅介護 

グリーンケア灯

り 

居宅介護支援事業所 

訪問介護事業所 

（３６５日・24時間営業) 

ジャパンケア 



中富良野町地域福祉実践計画策定要綱 

 

１ 策定目的   近年中富良野町においても少子高齢化や核家族化が進み、人間関係の

希薄化や相互扶助機能の低下が懸念されています。 

         高齢者夫婦世帯や一人暮らしの高齢者が増加し、地域における福祉ニ

ーズがさまざまな形で増大してきています。 

         社会福祉協議会は、地域住民、行政、福祉施設、福祉団体、ボランテ

ィア、民生児童委員などと連携・協働しながら地域の福祉ニーズを受け

止め、計画的な地域福祉活動の展開、地域福祉の基盤・体制づくり、社

協運営・経営に取り組むことを目的に地域福祉実践計画を策定します。 

２ 策 定 者  社会福祉法人 中富良野町社会福祉協議会 

３ 策定主管  中富良野町地域福祉実践計画策定委員会 

         ・地域福祉実践計画策定委員(１５名)を選任し、策定にあたる。 

         ・行政関係職員に依頼し、策定委員会の作業部会と位置付けて課題の

整理・具体的事業の検討等を行い、策定委員会に反映させる。 

         ・策定委員会のメンバーとして、社会福祉協議会総務企画部会６名を

選任し、関係団体・町民公募からの委員構成で進める。    

４ 策定期間  平成２４年４月から平成２５年５月 

５ 周  知  町民および各関係機関への周知は平成２５年７月とする。  

６ 設定期間  平成２５年度から平成２８年度（４か年間）  

        中富良野町総合福祉計画（平成２４年～平成２８年の５か年計画）に合

わせた年度で方向性を示し、平成２６年度を中間年度として評価を実施

し平成２７年・２８年の計画の見直しを行うものとする。 

７ 計画の名称 中富良野町地域福祉実践計画 

８ 基本目標  「ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづくり」 

９ 実践計画の構成 

（１） 地域福祉実践計画 

ア）社協が中心となって推進する活動の実施計画 

イ）地域支えあいづくりの取組（サロン活動など） 

ウ）第 5 期なかふらのまちづくり総合計画および中富良野町総合福

祉計画との連携性 

（２） 社協発展強化計画（組織・運営・経営の強化計画） 

ア）介護サービス事業運営拡大の検討 

＊デイサービス事業運営（Ｈ２６．４月予定） 

＊居宅介護支援事業の拡大 

＊訪問介護事業の充実 
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          イ）受託事業の拡大 

          ロ）新規事業の拡大（権利擁護事業など） 

10 計画の策定方法及び実施 

        （１）策定委員会の開催（４回） 

 ア）策定趣旨の説明と計画概要について 

 イ）計画策定の経過（資料・計画の記述） 

 ウ）計画案について 

 エ）計画の決定（平成２５年５月） 

（２）ワーキンググループ（随時・開催数未定） 

ア）計画についての説明・協力依頼 

イ）中富良野町における福祉サービスの実態と課題 

ウ）計画策定の経過と成果について 

        （３）地域懇談会の実施（町内会・老人会・各種団体等） 

           ア）随時実施し、町民の要望を取りまとめる 

           イ）地域で取り組むことのできること・協働で取り組みたいこと     

        （４）パブリックコメント（平成２５年１月～２月） 

        （５）町民への周知（平成２５年７月予定） 

11 事務局   中富良野町社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中富良野町地域福祉実践計画策定委員会設置要綱 

 

（目的） 

第1条  この委員会は、中富良野町社会福祉協議会会長の諮問に応え、地域福祉実践活動

を策定することを目的とする。 

（名称） 

第2条  この委員会は、中富良野町地域福祉実践計画策定委員会（以下「委員会」という）

と称する。 

（委員会の構成） 

第3条  この委員会は、下記の委員で構成し、会長がこれを委嘱する。 

１）中富良野町社会福祉協議会総務企画部会     ６名 

２）連合老人会                  ２名 

３）身体障害者福祉協会              １名 

４）ボランティアセンター             ２名 

５）行政機関                   １名 

６）町民公募                   ３名 

（運営） 

第4条  この委員会に委員の互選により、委員長 1 名および副委員長 1 名を置く。 

２ 委員長は、会務を総括する 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

（作業部会の設置） 

第5条  この委員会のもとに作業部会（ワーキンググループ）を設置する。 

（連携） 

第6条  策定にあたり、部会および各関係機関と連携を図ることとする。 

（関係者の出席要求） 

第7条  委員会が必要と認めるときは、関係者の出席を求め、説明および意見を聞くこと

ができる。 

（事務局） 

第8条  委員会の事務局は、中富良野町社会福祉協議会内に置く。 

（設置期間） 

第9条  この委員会の設置期間は、平成２４年６月 1 日から平成２５年４月３０日までと

する。 

 

 

  （付則） 

 この要綱は、平成２４年６月 1 日から施行する。 

資 料 ６ 

６ 



地域福祉実践計画策定委員名簿 

 

任期 平成２４年７月１日～平成２５年４月３０日 

NO 氏    名 住  所 所  属 備 考 

１ 北 條 隆 光 中富良野町西町１－３－２０３ 社会福祉協議会  

２ 山 澤 弘 三 中富良野町ベベルイ 社会福祉協議会  

３ 中 野   守 中富良野町新田中農場 社会福祉協議会 委員長 

４ 北 嶋 吉 幸 中富良野町東８線北１４号 社会福祉協議会  

５ 岩 渕 信 子 中富良野町本町１０－２５ 社会福祉協議会  

６ 森 田 光 紀 中富良野町南町１－１１ 社会福祉協議会  

７ 渡 辺 俊 昌 中富良野町宮町１番１４号 身障協会  

８ 高 瀬 勝 行 中富良野町東９線北１２号 連合老人会  

９ 木 村 マサ子 中富良野町西町３番１２号 連合老人会  

１０ 高 橋 光 夫 中富良野町本町４番６号 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 副委員長 

１１ 戸 田 幸 子 中富良野町東１線北６号 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ  

１２ 塚 本 幸 子 中富良野町北町３番４１号 公募  

１３ 谷 崎 隆 男 中富良野町東８線北１４号 公募  

１４ 北 村 雅 人 中富良野町西町６番３２号 町福祉課  

 

 

[作業部会] 

寺 脇 友 彦 教育課 社会教育係 

伊 藤 公 康 福祉課 社会福祉係 

笹 川 友 一 福祉課 介護支援係 

杉 木 博 明 総務課 まちづくり推進事業専門員 

 

 [事務局] 

高 橋 清 和 局   長 

田 邊 範 子 次   長 

小 池   拓 係   長 

立 野 眞 妃 主   事 

 

 

 

 



地域福祉実践計画策定検討経過 

 

[作業部会] 

開催日時 検討事項 出席者 

H24.7.24 

 

 

地域福祉実践計画策定主旨・スケジュール 

作業部会の位置づけ 

総合福祉計画及び地域福祉実践計画の理解 ６名 

H24.9.21 

 

 

 

地域の課題から 

＊宅配サービス・会食サービスのあり方 

＊見守り支援について 

＊防災訓練・要援護者台帳整備等の情報交換 ５名 

H24.11.21 福祉サービスの見直しと新規事業について ５名 

H25. 3.11 実践計画原稿(案)について  

 

[策定委員会] 

開催日時 検討事項 出席者 

H24.7.13 委嘱状交付・委員長及び副委員長選任 

策定要綱及び委員会設置要綱について 

地域福祉実践計画策定スケジュールについて 

地域福祉実践計画体系及び位置づけについて １８名 

H24. 9.25 資料から見る現況の理解と地域の課題について 

基本計画及び実践事業について意見交換 

今後のスケジュールについて １６名 

H24.11.30 基本計画及び実践事業について 

＊福祉サービスの見直し 

＊新規事業の取り組みについて 

今後のスケジュールについて 

 

 

１６名 

H25. 3.19 実践計画(案)について 

最終スケジュールについて  

 

 

 

 

 

 

 

資料 ７ 



第３期地域福祉実践ぷらん策定を終えて 

 

 

 住み慣れた地域で安心して暮らしたい。皆が共に支えあいながら楽しく健や

かな日々を送りたい。それはこの町に住む誰もが願うことだと思います。 

 そこで、社会福祉協議会は地域福祉推進の一翼を担う団体として、第３期地

域福祉実践ぷらんを立てるべく、昨年７月に策定委員会を設立いたしました。 

 以来、１４名の策定委員が４回に渡る会議の中で、互いに意見を交わし、熱

心な議論を重ねて、この度第３期地域福祉実践ぷらんの完成を見たことは喜び

に耐えません。 

 この間、計画策定のために調査、準備をいただきました職員や各種団体の皆

様、そして貴重なご意見をお寄せいただきました地域の皆様に感謝を申し上げ、

この地域福祉実践ぷらんが中富良野町の福祉の未来への意義ある一歩となるこ

とを願い、策定委員を代表しての言葉といたします。 

 

平成２５年３月 

 

地域福祉実践計画策定委員会 

委員長  中 野    守 
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